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詠スウキり！

が始まります。

「

う

ノ

／

地
歴
雪
と
隠
管

人
に
「
戸
籍
」
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
は
「
地
籍
」
が
あ
り
ま
す
。
戸
籍
は
人
に
関
す

る
記
録
で
あ
り
、
地
籍
は
土
地
に
関
す
る
記
録
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
土
地
に
関
す
る
記
録
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
公
図
の
多
く
は
、
明
治
時

代
の
地
租
改
正
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地
図
　
（
字
限
図
）
　
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
土
地
の

境
界
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正
確
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
土
地
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

限
り
あ
る
国
土
の
有
効
活
用
・
保
全
の
た
め
に
は
、
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
撞
す
る
地
籍

調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
籍
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
地
籍
図
」
と
「
地
籍
簿
」

は
、
土
地
の
境
界
、
面
積
、
形
状
な
ど
を
正
確
に
示
し
た
も
の
で
、
個
人
の
土
地
取
引
か
ら
公

的
機
関
に
よ
る
整
備
・
開
発
ま
で
、
お
よ
そ
土
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
の
た
め
の
基
礎
デ

ー
タ
と
な
る
も
の
で
す
。
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▲土地の境界に立てられた杭

■字限図（地籍調査前）

■地籍図（地籍調査後）

○
土
地
の
境
界
が
明
確
に
な
る

○
合
筆
、
分
筆
が
で
き
る

○
地
目
の
変
更
が
で
き
る

○
登
記
簿
の
土
地
の
所
有
者
の
住
所
変
更
が
で
き
る

土
地
の
境
界
が
不
明
確
な
た
め
、
住
民
間
や
官

民
間
に
お
い
て
境
界
紛
争
等
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
の
実
施
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
籍
調
査
成
果
に
よ
り
、
町
な
ど
が
管

理
す
る
土
地
の
境
界
等
が
明
ら
か
と
な
り
、
管
理

を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
籍
調
査
未
実
施
の
地
域
に
お
い
て
は
、
固
定

資
産
税
が
、
現
況
と
は
面
積
や
地
目
が
違
う
ま
ま

に
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

早
急
に
是
正

土
砂
崩
れ
、
水
害
等
の
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ

た
場
合
、
地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
個
々

の
土
地
が
経
緯
度
と
関
連
づ
け
さ
れ
て
い
る
た
め

元
の
位
置
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
復

旧
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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境港

ヽ

鳥取県における地籍調査実施状況

町兵
隆
嗅

若桜町

し

子

… 米量靭慧宗嘉蒼。：疫 羽璧 薫夏町£ 態∈

≡ 畢曝賢脚 蜘　 三抑 町羨 ：覇芸

日野町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 智頭師

硝 町　　　　　　　　　　　　 凡　　 例

全域完了

補助率菜実施

広 島 県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単独費実施

未　 着　 手

⑧

図根点を設置し、段階を踏

んで測量を行い、各筆ごと

の面積を測定します。こ

れにより各筆の位置が公

共座標で表示されること

になります。

一筆ごとの土地について

公図等の資料により調査・

確認した後、関係者立会

のもとに、毎筆の土地に

ついて所有者、地番、地目、

境界の調査を実施します。

呉
腐
蘭
況

鳥
取
県
内
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
地
籍
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
六
町
村
で
完
了
し
、
二
十
五
市
町
村
で
実
施
中
。
八
市
町

村
が
未
実
施
で
す
。

県
内
の
進
捗
率
が
、
全
国
平
均
の
四
十
・
九
告
に
対
し
て
十
三
・

八
告
と
低
く
、
全
国
的
に
み
れ
ば
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
、
は
じ
め
に
尾
之
上

原
集
落
の
宅
地
・
農
地
を
中
心
に
お
よ
そ
三
十
㍍
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

今
後
は
、
全
町
に
広
げ
、
順
次
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

調査成果を都市計画、農

林政策、税務など土地に

関連する行政分野で活用

します。近年はコンピュ

ーターによる管理が促進

されています。

⑳

地積測量、一筆調査によ

り作成した地籍簿（案）と

地籍図原図を一般の閲覧

に供した上で都道府県知

事の承認及び国土庁長官

の承認を受けます。
地籍簿と地籍図の写しを

登記所に送付します。こ

れにより、登記所におい

て土地登記簿が書き改め

られるとともに、地籍図

が備え付けられます。

地元のみなさんに、ご協力いただくことは次のとおりです。

○調査前に個人別の土地明細書で所有者などの確認

○事前の境界杭の設置と境界立会

○境界杭が見通せるように、木の枝・草などの刈払い

○測量終了後に図面の確認

○地籍図・地籍簿（案）の閲覧・確認
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ヨしい適用を寺も葱あ監

単独浄化槽はし尿処理のみで、川の汚れの大きな原因となる生活雑排水は未処
理となっています。

水質の保全を図るため、単独浄化槽はやめ、合併浄化槽の積極的な推進に御協
力をお願いします。

●

町
で
は
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、

①
集
合
処
理
施
設
の
実
施
地
域
で
事
業
計
画
か
ら
除
外
さ
れ
た
方

②
集
合
処
理
施
設
の
整
備
計
画
及
び
計
画
予
定
区
域
外
の
方

③
七
年
以
内
に
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
等
の
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
な

い
場
合
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
建
設
環
境
課

に
相
談
く
だ
さ
い
。
（
℡
⑳
－
3
3
0
6
）

合併処理は、単独処理に比べ、

川などに放流される汚れの

量が8分の1になります。

4

合併処理
浄化槽

平成11年7月以降は、単独処理

浄化槽を設置される場合、米子保

健所根雨支所・保健衛生課（℡72

－0041）へご相談ください。

●数値は1人が、1日に出す水質汚濁物質の圭をBODで表わしたものです。
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日野産業高校と根雨高校が1つになって

鳥取県立日野高等学校誕生
それにともない校歌・校章を募集します。

平成12年4月開校　鳥取県立日野高等学校
校歌・校章募集要項

■　応募方法
原則として郵送してください。応募点数及び応募資格には制限を設けません。
（1）校　歌

ア　歌詞のみを募集します。
イ　400字詰め原稿用紙にわかりやすく3番まで書いてください。
り　読み方に注意を要する漢字には振りがなを付けてください。
エ　原稿用紙の1枚目には住所・氏名・年齢（在学中の人は学校名、学年も）を書き、2枚目か

ら歌詞を書き始めてください。
オ　原稿用紙はホッチキス等で綴じてください。

（2）校　章
ア　原則として官製はがきで応募し、必要に応じて着色してください。
イ　はがきの表には住所・氏名・年齢（在学中の人は学校名、学年も）を書いてください。

1　締　　切　平成11年8月31日（火）必着
■　選考・入選等　最優秀作品を1点とし、そのほか若干の佳作を設けます。入選者には直接平成11年9

月30日（木）までに通知し、記念品を贈呈します。なお選考は、鳥取県立日野高等学校設置
準備委員会が行います。

1　その他　実際に校歌、校章として用いる場合には、鳥取県立日野高等学校設置準備委員会として修正
することもあります。また入選作品の著作権は鳥取県立日野高等学校に属するものとします。
なお、応募作品は返却しません。

『　送付先・聞合せ先
〒689－5131　鳥取県日野郡日野町黒坂1109番地　鳥取県立日野産業高等学校内

鳥取県立日野高等学校設置準備委員会校歌・校章係
℡0859－74－0011　　FAX O859－74－0012

⑥
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環境にやさしく清潔な暮らしへ

チロルクリーンセンター西成竣工

四
月
一
日
、
チ
ロ
ル
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
西
成
が
完
成
し
、
盛
大
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
川
筋
地
区
・
貝
田
地
区
・

下
蚊
屋
地
区
・
助
沢
地
区
・
俣
野
地
区

に
つ
づ
き
、
第
六
番
目
の
施
設
で
す
。

こ
の
施
設
の
処
理
対
象
人
員
は
六
十

六
人
で
、
一
日
平
均
汚
水
処
理
量
は
、

十
三
．
二
が
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
供
用
開
始
に
よ
り
、
生
活
雑

排
水
の
影
響
に
よ
る
河
川
の
水
質
悪
化

が
防
止
さ
れ
、
生
活
環
境
の
向
上
に
役

立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
に
花
の
苗
を
植
え
る
児
童

駅薗亀行昏糞うA庭魯亀福々が逸見宏哲
～江尾小学校児童が花の苗植え～

六
月
二
日
、
江
尾
駅
駐
車
場
に
あ
る
花
壇
で

江
尾
小
学
校
三
年
生
二
十
五
人
が
花
の
苗
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

花
の
苗
は
、
ア
リ
ッ
サ
ム
、
テ
ル
ス
タ
ー

ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
八
〇
〇
本
。

児
童
た
ち
に
、
植
え
方
の
指
導
に
あ
た
っ

た
の
は
、
全
県
公
園
化
推
進
員
の
千
藤
愛
子

さ
ん
。児

童
た
ち
は
千
藤
さ
ん
か
ら
花
の
特
徴
や

植
え
方
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
楽
し

く
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
た
く
さ
ん
の
花

が
駅
を
行
き
交
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

●

嶺伊靡亀溺現。泡盛鮎盈㊨♂
申I団団笥笥盈笥ヨコテイツワサ帽闇

六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
の

三
日
間
、
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村

で
中
四
国
各
県
か
ら
百
五
十
人

が
参
加
し
て
、
中
・
四
国
環
境

教
育
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
切
（
主
催

中
・
四
国
環
境
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
　
市
川
智
代
表
）
　
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
保
全
や
環
境

教
育
、
自
然
保
護
に
関
心
の
あ

る
個
人
・
団
体
企
業
・
行
政
な

ど
関
係
者
が
集
っ
て
、
自
然
の

効
率
的
な
循
環
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
か
れ
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
今
回
は
　
「
も
っ

と
自
然
に
見
習
お
う
」
が
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
す
。

は
じ
め
に
佐
治
天
文
台
の
香

西
洋
樹
台
長
の
「
宇
宙
に
学
ぶ

リ
サ
イ
ク
ル
」
と
題
し
た
ゲ
ス

ト
ト
ー
ク
。
そ
の
あ
と
、
参
加

者
は
、
「
食
文
化
か
ら
環
境
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
」
　
「
鏡
ケ

成
の
自
然
ま
る
ご
と
体
験
」
な

ど
六
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

山
口
県
か
ら
参
加
し
た
大
学

生
は
、
「
こ
の
大
山
周
辺
の
素

晴
し
い
自
然
の
中
に
い
る
と
、

よ
り
一
層
こ
の
自
然
環
境
を
守

ら
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎

▲佐治天文台の香西台長のゲストトーク

▲遊歩道で自然環境について話しあう参加者
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▲座禅を組む園児

「背筋を延ばして」
園児座禅に挑戦

⑳

五
月
二
十
五
日
、
子
供
の
国
保
育
園
の
年
長
園
児
は
、

江
尾
の
東
禅
寺
（
古
川
清
弘
住
職
）
　
で
座
禅
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
古
川
住
職
か
ら
座
禅
の
組
み
か
た
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
、
「
少
し
の
間
、
足
が
痛
い
か
も
し
れ
な
い

け
ど
じ
っ
と
我
慢
で
き
る
辛
抱
強
い
子
供
に
な
り
ま
し
ょ

う
」
と
励
ま
さ
れ
た
後
、
十
分
間
座
禅
を
組
み
ま
し
た
。

い
つ
も
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
た
ち
も
、
慣
れ
な
い
雰
囲
気

に
緊
張
し
そ
わ
そ
わ
。
神
妙
な
顔
付
き
で
片
目
を
開
け
、

恐
る
恐
る
あ
た
り
を
の
ぞ
く
子
な
ど
様
々
。

で
も
、
終
わ
り
の
合
図
と
と
も
に
、
ほ
っ
と
安
堵
の
表
情
。

す
ぐ
に
い
つ
も
の
わ
ん
ぱ
く
園
児
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

教
育
に
役
立
て
て
と
町
に
二
十
万
円
寄
付

～
沖
縄
の
上
原
さ
ん
～

六
月
四
日
、
沖
縄
県
で
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
を
経
営
す
る
上
原
活
善
さ

ん
が
、
役
場
を
訪
れ
　
「
平
和
な
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
教
育
費
に
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
藤
原
助
役
に

二
十
万
円
の
寄
付
を
手
渡
し
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
藤
原
助
役
が
、

「
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
教
育
振
興

に
役
立
て
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

る
と
と
も
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
渡
っ
た
上
原
さ
ん
は
、
所
属

部
隊
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
す
る
壮

絶
な
戦
い
の
中
、
辛
う
じ
て
生
き

残
り
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
の
し
る

し
に
十
八
年
前
か
ら
寄
付
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
に
二
千
以
上
の
学

校
や
各
自
治
体
な
ど
に
寄
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

上
原
さ
ん
は
、
「
少
年
時
代
は

親
を
喜
ば
し
　
中
学
時
代
は
先
輩

を
喜
ば
し
　
高
年
時
代
は
社
会
・

世
間
に
喜
ば
れ
て
」
悔
い
の
な
い

人
生
を
送
る
こ
と
を
教
訓
に
、
寄

付
行
脚
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
る
間

ず
っ
と
寄
付
活
動
を
し
、
人
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

▲町長室で寄付を手渡す上原さん

ロ
ー
リ
ン
ク
対
策
地
域
守
全

セ
ン
9
1
開
設
式

五
月
二
十
一
日
、
鏡
ケ
成
国
民

休
暇
村
に
お
い
て
、
溝
口
警
察

署
・
根
雨
土
木
事
務
所
・
交
通
安

全
協
会
米
沢
支
部
・
御
机
集
落
・

役
場
な
ど
交
通
安
全
対
策
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
鏡
ケ
成
周
辺
で
繰

り
か
え
さ
れ
る
暴
走
行
為
を
阻
止

す
る
た
め
、
ロ
ー
リ
ン
グ
対
策
地

域
安
全
セ
ン
タ
ー
の
開
設
式
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
リ
ン
グ
族
は
、
毎
年
こ
の

時
期
、
県
道
の
御
机
か
ら
鏡
ケ
成

に
か
け
て
主
に
深
夜
に
あ
ら
わ
れ

交
通
ル
ー
ル
無
視
の
無
謀
運
転
を

繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
他
の
通
行
車
両
に
、
危
険

や
恐
怖
を
与
え
た
り
、
周
辺
住
民

に
騒
音
を
ま
き
散
ら
す
な
ど
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ロ
ー
リ
ン
グ
族
が

出
没
し
た
と
き
の
連
絡
体
制
の
充

実
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
目
指

し
、
御
机
集
落
内
と
鏡
ケ
成
国
民

休
暇
村
に
、
ロ
ー
リ
ン
グ
対
策
地

域
安
全
セ
ン
タ
ー
が
二
箇
所
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
暴
走
行
為
の
根
絶

に
向
け
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、
ロ
ー
リ
ン
グ
族
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲ローリング族が暴走を繰り返す付近

⑳
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給与の源泉所得税の
納期を忘れずに！

給与・賞与に係る源泉所得税の

納期限は次のとおりです。

なお、本年は夏期減税が実施さ

れることとなりましたが、納付す

べき税額がなくなった場合でも、

納付書は必ず税務署に提出して下

さい。

■毎月納付の方

平成11年6月分

■納期特別の方

平成11年1月～6月分

■納期限　平成11年7月12日

詳しくは、米子税務署℡0859（3

2）4121まで。

7月1日は、事業所・企業
統計調査及び商業統計調査

厩会社も、お店も、病院も。
事業所・企業・商業

7月1日、全国一斉に事業所、

企業統計調査及び商業統計調査が

㊤∴∵言こ言二三
止されています。安心してご記入

ください。

6月下旬から、各事業所に調査

員がお伺いしますのでご協力をお

願いいたします。

初級介護講座

（第1期　平成11年8～9月の間

で約6日間）

基本的な介護知識や技術が習得で

きます。どなたでも受講できます。

■会　場　米子市福祉保健総合セ

ンター「ふれあいの里」

米子市錦町1丁目139番地3

『定　員　30名

■受講料　無料（ただし、材料費

等実費をいただくこともありま

す。）

■申込方法　所定の申込用紙に必

要事項を記入の上、平成11年7

月14日（水）～27日（火）までに

直接持参していただくか郵送し

て下さい。（FAXは不可）
申込用紙は当センターの他、社

会福祉協議会にあります。

1申し込み・問い合わせ先

西部地域介護実習普及センター

（担当　深吉・八田）
℡0859－23－5470

平成11年度鳥取県西部広域行

政管理組合職員採用試験案内

』応募資格

○昭和47年4月2日以降に生ま

れた人（初級一般事務）
■試験日・科目

（1）第一次試験

8月8日（日）教養・作文・適正

場所は別途通知します。

（2）第二次試験

9月上旬　面接試験・健康診査

第一次合格者へ別途通知

（3）最終合格者の発表

9月中旬

』採用予定

平成11年10月1日

■申込受付期間及び場所

受付期間　7月5日（月）～7月

23日（金）当日消印有効
受付場所（聞合せ先）〒683－0822

米子市中町20番地

鳥取県西部広域行政管理組合事
務局総務課

℡0859－22－7722

轟鮨梱阜二郎

リサイウ／Lプラザで手作り石けんに

チャレンジしませんか？

詳細は、次のとおりです

■実施日　毎月の第2土曜日

●時　間　集合：午前8時50分

解散：午後3時

■参加資格　米子市、西伯郡、日野

郡に在住で18歳以上の方

｛募集人数　1回あたり約10名

定員になりましたら、お断り

する場合があります。

■持参するもの　廃油　300cc（台所

で使う植物性の食用油）

昼食（お茶は準備いたします）

■参加費　無料

■参加希望・ご質問は

鳥取県西部広域行政管理組合　環

境資源課（リサイクルプラザ）

℡0859－68－4471まで。

江府町観光協会任ト…
新役員決まる

5月19日開催された観光協会総

会で、新しい役員が決定しました。

任期は、平成13年3月31日まで

です。新役員は次のとおりです。

役　 名 氏　　　　　　　 名

顧　 問 福　 田　 正　 臣
会　 長 白　 石　 秀　 之

副 会長 川　 端　 雄　 勇

川　 上　 卓　 雄
石　 原　 忠　 哉

理　 事 川　　 上　 和　 人
浜　 本　 伸　 介

長　 岡　 邦　 一
奥　 田　 息　 文

大　 岩　 泰　 彦
遠　 藤　 三　 鈴

藤　 田　　　　 透

下　 村　 栄　 夫
伊　 達　 信　 夫

下　 垣　 恭　 子
宇 田 川　　　　 潔

本　 村　 隆　 行

藤　 原　　　　 要
監　 事 中　 田　　　　 博

中　 村　 眞 佐 雄

◎

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



町では、地域活性化のための
ひとつくりを応接します

－　江府町ひとつくり推進対策事業　－

■補助の対象となる事業

①江府町から他の補助金を受けない団体事業であること。

②各種団体の実施する事業で「ひとづくり」に寄与するものと認められ

るもの。

③住民の連帯感を強めるものであること。

④イベント事業

⑨特認事業（公共性が高く、地域活性化のため特に必要であり、事業効

果が顕著であると認められるもの）

■補助金の額

上記に該当する経費の中から補助金・寄付金などを控除した額の一部

を補助します。

補助金額は、事業内容・規模・対象範囲などにより決定されます。

■申込み及び問い合わせ先

○用　紙　補助金交付申請など必要書類をそろえ提出ください。

○締切り　　平成11年7月30日（金）

詳しくは、役場産業振興課（℡75－3222）まで。

鳥取総合情報誌（垂重要

崇甘到「○LU
役場総務課で発売中。

一部300円

奥大山自然ふれあい
促進セッター（愛称）

●●工パーランド肉大山”に決定

国民宿舎甘酒茶屋に代わって、

新しく建設中の奥大山自然ふれあ

い促進センターの愛称が「エバー

ランド奥大山」に決まりました。

これは、町の愛称募集に応募し

た総数90通から、先ほど開かれた

選定委員会（会長　福田正臣）で

自然とチロルの里のイメージにふ

さわしく覚えやすいと評価され選

ばれたものです。

この愛称は、米子市の石飛ルリ

子さんの作品で、奥大山の自然が

永遠につづきますようにという願

いが込められています。

r－1L TJ「「／■‘ヽ　rヽ　¶

」L」L＼▼」L　ヽ＿′」」ヽ」⊥γ

お　如
7月10日～8月9日は

霹飲用闘
部落解放月間は、7月10日から

8月9日までの1ケ月間を『部落

解放月間』と定められて、各種行

事が行われます。県民一人ひとり

が同和問題について正しい理解と

認識を深めるために毎年行われて

います。

本町も同和問題の早期解決に向

けて『部落差別撤廃とあらゆる差

別をなくする条例』を制定し、町

民の責務として取組んでおります⑳

ので各種行事に積極的な参加をお

願いします。

′蹄・ 交通事故相談

電話のご相談もお受けします

℡0857－24－4233（直通）

相談日：月曜から金曜午前9時半～12時半

午後1時～4時40分（祝祭日を除く）

◎専門の先生が親身になって相談

に応じます。

◎弁護士相談日：毎週水曜日午後

1時～4時（予約制・相談無料）

詳しくは

鳥取自動車保険請求相談センター

鳥取市今町1－103住友生命鳥取

ビル3階　鳥取調査事務所

（℡0859－23－5161）

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　　 6 月 分

事 業 所 名 所 在 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就業時間

（有）白　 石　 商　 事 江尾 10 18－1 スタンドサービス員 18′〉4 5 125，000～150，000
7：00へ′16：00
7：30′〉16：30
9：00′、ノ18：00

ポ プラ巳野 江府店 佐川1023 販　　　 売　　　 員 18′、ノ50 時給6 50～80 0 7：00′〉22：00
（有）江尾貨物自動車 佐川1002－1 移動式クレーン運転手 18′〉6 0 153，000～200，000 8：00′〉17：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です）

●求人情報に関する問い合わせ先　 米子公共職業安定所根雨出張所 （TEL 72－0065）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

◎
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～
人
権
文
化
あ
ふ
れ
る
江
府
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
～

「
∵
∵
㍉
十
固
恩
恵
訪
鍋
蓋
◎
徳
弟

も
し
回
答
者
の
子
供
が
「
同
和
地
区
」
出
身
の
人

と
恋
愛
し
結
婚
ま
で
話
が
進
ん
だ
と
す
れ
ば
ど
う
す

る
か
と
い
う
か
た
ち
で
「
同
和
地
区
」
　
の
人
と
の
結

半数強く51．5％）が「結婚するとき」に「同和地区」

の人のことを意識すると答えている。

質問　あなたのお子さんが「同和地区」出

身の人と恋愛し、結婚まで話が進んだと

すれば、あなたはどうなされますか。

1．お互いの愛情が大事なので結婚を祝福する

2．賛成できないが、子供の意志が強ければ結婚しても仕方がない

3，きょうだいの縁談に差支えがあるので反対する

4．生まれてくる子が、差別されたりして不幸になるかもしれない

ので反対する

5．親せきや世間の手前反対する

6．その他（具体的に：

7．わからない

姫
に
対
す
る
回

答
者
自
身
の
意

識
・
態
度
を
聞

い
た
結
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

三
七
．
九
％
が

「
お
互
い
の
愛

情
が
大
事
な
の

で
結
婚
を
祝
福

す
る
」
　
と
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、

「
親
せ
き
や
世

間
の
手
前
反
対

す
る
」
　
（
四
．
七

％
）
　
と
か
　
「
兄

弟
の
縁
談
に
差

支
え
が
あ
る
の

で
反
対
す
る
」

（
四
．
四
％
）

「
生
ま
れ
て
く

る
子
が
、
差
別

さ
れ
た
り
し
て

不
幸
に
な
る
か

簑蓄鴇また言質歪鮎至る

子供が「同和地区」出身者
と結婚まで話が進んだとき

し
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
や
「
公
務

員
、
教
員
」
あ
る

い
は
啓
発
運
動
に

よ
く
接
触
し
て
い

る
ひ
と
や
「
同
和

教
育
」
な
ど
に
積

極
的
な
意
見
な
ど

を
も
っ
て
い
る
ひ

と
な
ど
で
は
　
「
結

婚
を
祝
福
す
る
」

◎

も
し
れ
な
い
の
で
反
対
す
る
」
　
（
三
．

二
％
）
　
な
ど
は
っ
き
り
と
反
対
の

態
度
を
示
し
た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ

少
数
ず
つ
で
合
計
し
て
も
十
二
．

三
％
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
ま
す
。

し
か
し
、
消
極
的
賛
成
／
反
対
の

ど
ち
ら
と
も
受
け
取
れ
る
　
「
賛
成

で
き
な
い
が
子
供
の
意
志
が
強
け

れ
ば
結
婚
し
て
も
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
回
答
が
二
五
．
四
％
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
意

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
地
域
別
に

は
、
六
六
．
七
％
が
　
「
お
互
い
の

愛
情
が
大
事
な
の
で
結
婚
を
祝
福

す
る
」
と
し
て
い
る
　
「
E
地
区
」

を
別
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示

⑳

と
い
う
積
極
的
賛
成
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
五
十
歳
代
」
や
「
六
十
歳
代
」

「
農
業
」
や
「
自
営
業
」
　
で
は
、

「
賛
成
で
き
な
い
が
、
子
供
の
意

志
が
強
け
れ
ば
結
婚
し
て
も
仕
方

が
な
い
」
と
答
え
た
ひ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
八
九
年
の
調
査
で
は
　
「
お

互
い
の
愛
情
が
大
事
な
の
で
結
婚

を
祝
福
す
る
」
が
二
三
．
二
％
に

対
し
今
回
は
三
七
．
九
％
で
あ
り

多
少
の
意
識
の
変
化
が
み
ら
れ
ま

す
。
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無
い
豊
か
な
社
会
を

江
府
町
同
和
推
進
協
議
会
総
会

研
修
会
開
催
さ
れ
る

⑳

六
月
十
五
日
　
（
火
）
　
町
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
江
府
町
同
和
教
育

推
進
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
（
会
長
は
、
福

田
町
長
）

総
会
で
は
、
前
年
度
事
業
・
決

算
報
告
の
後
、
今
年
度
事
業
・
予

算
を
審
議
、
今
年
の
主
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
基
本
計
画
）

○
意
識
調
査
を
分
析
し
、
町
同

和
教
育
基
本
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。

○
『
部
落
解
放
基
本
法
』
制
定

へ
の
町
民
意
識
の
高
揚
と
実
践

活
動
の
取
り
組
み
。

（
教
育
計
画
）

0
0
才
時
～
就
園
前
幼
児
、
児

童
、
生
徒
等
発
達
段
階
に
応
じ

て
の
組
織
的
・
計
画
的
指
導
。

○
学
校
（
保
育
園
）
・
家
庭
・

地
域
の
融
合
を
図
り
、
事
業
の

展
開
。
（
学
社
融
合
）

○
仝
集
落
で
小
地
域
懇
談
会
の

開
催
。

総
会
後
の
研
修
会
は
、
『
部
落

差
別
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
、
ま
た
残
さ
れ
た
か
』
－
身
近

な
部
落
史
に
学
ぶ
－
と
題
し
て
鳥

取
県
人
権
問
題
講
師
団
講
師
の
宇

田
川
宏
さ
ん
が
講
演
。

内
容
は
ま
ず
、
三
つ
の
認
識
、

現
状
認
識
・
社
会
認
識
・
歴
史
認

識
の
必
要
性
を
強
調
。
部
落
差
別

の
起
源
か
ら
鳥
取
藩
の
場
合
、

「
解
放
令
」
　
か
ら
　
「
水
平
社
運

動
」
　
と
融
和
主
義
な
ど
鳥
取
県

（
藩
）
　
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら

教
育
現
場
で
の
差
別
、
今
日
で
さ

え
「
差
別
の
責
任
は
、
部
落
の
人

の
責
任
だ
」
と
い
う
人
が
多
い
事

実
な
ど
、
歴
史
を
た
ど
り
調
べ
て

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
つ

か
め
る
こ
と
、
認
識
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
か
れ
ま
し
た
。

滴

人権軟膏推進員lZ

Lれいヱ

示し字さん
新
し
い
江
府
町
人
権
教

育
推
進
員
に
袋
原
の
清
水

礼
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

人
権
教
育
推
進
員
は
、
人

権
教
育
を
地
域
・
企
業
に
く

ま
な
く
浸
透
さ
せ
、
あ
わ
せ

て
地
域
・
企
業
に
お
け
る
人

権
教
育
推
進
体
制
の
整
備
及
び
組

織
の
強
化
を
図
る
た
め
そ
の
任
に

当
た
り
ま
す
。

清
水
さ
ん
は
、
九
年
間
町
公
民

館
嘱
託
と
し
て
勤
務
の
傍
ら
、
I

A
女
性
会
、
K
F
W
C
　
（
女
性
の

会
）
、
こ
だ
い
ぢ
踊
り
同
好
会
、

天
神
ば
や
し
同
好
会
な
ど
幅
広
い

分
野
で
人
脈
を
構
築
、
持
ち
前
の

行
動
力
を
発
揮
し
、
町
内
外
で
活

躍
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
人
望

を
生
か
し
て
、
人
権
教
育
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
。

六
月
一
日
の
辞
令
を
受
け
教
育

委
員
会
に
勤
務
さ
れ
ま
す
。

竺ワ‾・一＿・．了二　＿　＿・丁7－　て≡．二　二

五
月
二
十
八
日
　
（
金
）

日
輪
闇
で
青
少
年
育
成
江

府
町
民
会
議
　
（
会
長
中
村

眞
佐
雄
氏
）
定
期
総
会
・

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。【

県
下
の
子
供
を
取
り
巻

く
現
状
に
つ
い
て
】

○
親
・
子
供
の
遊
び
場
、

友
達
の
減
少
。

○
全
国
的
に
学
校
の
規

律
が
守
ら
れ
な
い
子
。
問

題
行
動
、
規
範
意
識
の
無

い
子
の
増
加
。
集
団
生
活

に
な
じ
め
な
い
子
。
学
級

崩
壊
。○

非
行
（
意
識
も
含
め

て
）
　
に
関
し
て
は
、
地
域

格
差
が
無
い
。
生
活
体
験

（
家
の
手
伝
い
な
ど
）
　
が

少
な
い
子
ほ
ど
、
道
徳
心

が
薄
い
。

○
非
行
の
低
年
齢
化
・

凶
悪
化
・
イ
キ
ナ
リ
型
・

薬
物
乱
用
な
ど
が
目
立
つ
。

…

…

な

ど

【
こ
れ
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
】

○
地
域
交
流
。
（
園
児
、

小
中
学
生
、
お
と
し
よ
り

と
の
交
流
。
）

O
「
心
の
教
育
」
体
験

を
重
視
し
た
教
育
。
地
域

と
の
ふ
れ
あ
い
　
（
し
め
縄
づ
く
り

野
菜
の
栽
培
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

訪
問
活
動
。
読
書
運
動
な
ど
。
）

O
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
。

①
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
解

決
す
る
。

②
他
人
と
の
協
調
を
図
る
。

③
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

体
力
を
つ
け
る
。

○
子
供
の
主
体
的
な
体
験
活
動

の
場
づ
く
り
。
（
一
週
間
の
職
場

体
験
活
動
。
）
　
学
社
融
合
。
…
…

な
ど本

町
で
も
少
子
化
の
中
、
子
供

を
取
り
巻
く
環
境
は
い
っ
そ
う
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
家
庭
、
学
校
・
地
域
が
有

機
的
に
結
び
つ
き
、
一
体
と
な
っ

て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

パネルディスカッションの様子（日輪閣）

⑬
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毒の野島療育大会（相倫会塙）
例年秋に開催している町民

体育大会を明倫地区では、は

じめて春に開催。
参加者数に不安がありまし

たが例年とかわらぬ盛り上り

を見せ、盛会の内に終了しま
した。

五
月
二
十
二
日
　
（
土
）
　
か
ら
毎

週
土
曜
日
　
（
午
前
八
時
か
ら
）
、

野
菜
が
取
れ
な
く
な
る
十
二
月
ま

で
、
I
A
女
性
会
　
（
会
長
下
垣
恭

子
さ
ん
）
　
の
皆
さ
ん
が
、
パ
ル
ミ

ー
前
な
ど
で
朝
市
を
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
取
り
組
ま
れ
今
年
で
十
一
年

目
。
こ
の
活
動
に
協
賛
し
て
、
六

月
十
二
日
　
（
土
）
　
か
ら
は
、
町
商

工
会
婦
人
部
（
部
長
遠
藤
三
鈴
さ

ん
）
　
の
皆
さ
ん
も
参
加
。
朝
早
く
、

女
性
の
み
な
さ
ん
の
威
勢
の
良
い

掛
け
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た

な
お
、
町
商
工
会
婦
人
部
の
朝

市
は
、
九
月
二
十
五
日
　
（
土
）
　
ま

で
。

▲『あれよ、あれよという間に…』（パルミー前）
早起きして朝市を覗いてみては……。

◎

倭信任′桝の紬ちe慧館
『ふるさとを知る会』について　75－3211

▲文化財探訪のようす

ふ
る
さ
と
を
知
る
会
は
、
昭
和

五
十
六
年
に
設
立
。
以
来
十
八
年

間
、
郷
土
の
歴
史
民
俗
資
料
等
の

調
査
研
究
、
文
化
遺
産
の
保
存
・

活
用
、
郷
土
の
歴
史
的
文
化
の
向

上
を
図
り
会
貞
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
十
九

名
の
会
員
　
（
六
月
現
在
）
　
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
古
文
書
・
諺
・
町
史

の
研
究
の
ほ
か
、
町
外
研
修
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
の
方
で
、
会
の
目
的

に
賛
同
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
会

費
が
千
二
百
円
必
要
で
す
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会

長
の
影
山
猛
さ
ん
　
（
洲
河
崎
T
E

L
7
5
－
2
8
2
9
）
　
ま
た
は
、

町
公
民
館
ま
で
お
申
し
で
下
さ
い
。

⑳

◎
第
三
十
六
回
町
職
域
野
球
大
会

と
き
　
五
月
二
十
二
日
　
（
土
）

～
二
十
七
日
　
（
木
）

会
場
　
町
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
江
尾
貨
物
（
初
優
勝
）

二
位
　
江
府
技
研

三
位
　
川
上
運
輸
・
日
野
建

協

〝
　
　
岡
田
重
機
A

◎
第
十
回
町
職
域
対
抗
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
（
町
議
長
杯
）

と
き
　
六
月
三
日
　
（
木
）

会
場
　
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

第
一
位
　
町
役
場
・
町
社
協

二
位
　
町
商
工
会
B

三
位
　
町
商
工
会
A

〝
　
　
町
教
育
委
員
会

◎
第
十
七
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
兼
郡
体
予
選

と
き
　
六
月
五
日
　
（
土
）

会
場
　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

第
一
位
　
月
田
B

二
位
　
助
沢

三
位
　
貝
田
A

◎
第
十
四
回
町
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

と
き

日
　
（
月
）

会
場

第
一
位

二
位

三
位

〃

六
月
五
日
　
（
土
）
　
～
七

町
グ
ラ
ン
ド

月
田

本
町
一
丁
目

俣
野

下
蚊
屋
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睦
美
会
　
（
新
道
）

睦
美
会
　
宇
田
川
　
勉

平
成
十
一
年
二
月
七
日
　
（
日
）

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
日
野
郡

社
会
教
育
研
究
大
会
で
新
道
集
落

の
睦
美
会
の
活
動
実
績
が
高
く
評

価
さ
れ
受
賞
致
し
ま
し
た
。

睦
美
会
の
過
去
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
時
、
昭
和
四
十
代
の
後
半

に
同
志
の
慰
安
旅
行
を
目
的
と
し

た
積
立
金
の
実
施
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
た
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
五
十
年
代
か
ら
六
十
年

当
初
ま
で
解
散
と
再
結
成
を
繰
り

返
し
方
向
転
換
、
同
志
の
慰
安
旅

行
の
み
で
な
く
カ
ラ
オ
ケ
へ
と
発

展
し
、
会
員
の
拠
出
に
よ
っ
て
機

器
も
購
入
さ
れ
て
会
館
周
辺
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
様
に
な
り
ま

し
た
。

定
例
会
へ
の
出
席
が
悪
く
な
り

平
成
元
年
に
解
散
し
、
機
器
は
集

落
財
産
と
し
て
寄
贈
さ
れ
再
出
発

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
か
ら

は
「
睦
美
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し

会
員
の
親
睦
を
は
か
り
幅
広
い
活

動
へ
と
転
換
い
た
し
、
今
年
で
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
涯
学
習
実
践

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
活
動
内
容
）

◎
幸
福
な
家
庭
を
つ
く
る
七
原
則

の
実
施

一
　
口
や
か
ま
し
く
い
わ
な
い
。

二
　
長
所
を
み
と
め
る
。

三
　
個
人
の
あ
ら
探
し
を
し
な
い
。

▲ふれあい文化祭

⑳
四
　
小
さ
な
事
で
も
は
め
言
葉
を
。

五
　
さ
さ
や
か
な
心
づ
く
し
を
怠

ら
な
い
。

六
　
礼
儀
を
守
る
。

七
　
正
し
い
性
の
知
識
を
持
つ
。

◎
努
力
点

一
　
家
庭
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に

よ
り
明
る
い
健
康
な
家
庭
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

二
　
希
望
と
活
力
の
あ
る
集
落
づ

く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

三
　
家
庭
に
於
け
る
ご
み
処
理
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
事
業
計
画

一
春
の
研
修
会

二
　
花
づ
く
り
運
動
と
草
刈
り

三
　
山
菜
と
鮎
の
会

四
　
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

五
　
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

六
　
忘
年
会

七
　
正
月
お
楽
し
み
会

八
　
鍋
を
囲
む
会

ふ
る
さ
と再

発
見
講
座

⑳

住
民
の
皆
さ
ん
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
言
う
言
葉
を
聞

い
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
何
か
使
い
に
く
い
と
か
、

利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と

か
、
利
用
料
金
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
か
思
わ
れ
て
い

る
の
で
は
、
そ
う
い
う
問
題

点
を
江
府
町
で
は
生
涯
学
習

の
一
環
で
、
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
を
合
言

葉
に
学
習
の
お
助
け
を
致
し

て
い
ま
す
。

そ
の
方
法
は
、
江
府
町
立
図
書

館
に
行
け
ば
始
め
て
の
人
で
も
、

職
員
が
説
明
し
な
が
ら
利
用
方
法

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
使
う
方

法
で
い
ろ
ん
な
世
界
が
見
え
て
き

ま
す
。
一
度
利
用
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

※
利
用
時
間
　
九
時
～
十
七
時

（
六
・
七
・
八
月
は
十
九
時
ま
で
）

※
利
用
料
金
　
無
料

※
利
用
時
間
一
人
一
回
三
十
分

今
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
は
、

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座
」
を
重

点
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
学
習
活
動
や
社

会
参
加
活
動
を
す
る
と
と
も
に
、

共
に
学
び
、
共
に
生
き
る
地
域
社

会
を
創
り
出
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
講
座
の
ね
ら
い

集
落
に
楽
し
い
出
前
講
座
を
提

供
致
し
ま
す
。

※
講
座
の
対
象
者

基
本
は
、
集
落
を
単
位
と
し
て

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
、
女
性
会
・
高
齢
者

会
・
子
供
会
な
ど
グ
ル
ー
プ
を

単
位
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

又
、
他
の
集
落
と
合
同
で
実
施

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー

◎
自
然
探
訪

◎
料
理
教
室

◎
視
察
研
修

◎
そ
の
他

※
講
座
へ
の
支
援

各
講
座
へ
講
師
の
派
遣
（
無
料
）

視
察
研
修
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
使
用
で
き
ま
す
。
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違ロD三二 魯圧唸宙嘲臣』題号

怠中毒というと、飲食店や給食施設などの食事が原因と思われがちですが、実

は家庭の食事でも発生しています。

家庭での食中毒は、発症者数が少なく、症状の軽いものも多いことから、そ

の発見が遅れることも少なくありません。とくに高齢者や幼い子供は抵抗力が

弱く、重症になったり、死亡する例もありますので、注意が必要です。

螢醇智智馨亀㊨㊥竜尋感嘲

冷蔵庫の過信は禁物

◆すぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れ

㊤．墓誌謡，。℃以，、冷凍庫
は－15℃以下で保存しましょう。

◆冷蔵庫や冷

凍庫の詰め

すぎ（7割

程度がめや

す）に注意

しましょう

調理後はすみやかに食べる

◆調理前、調理後に長く放置し

ないようにしましょう。

⑳◆残った食品を温め直すときは十分に加熱をしましょう。

◆時間の経ちすぎた食品は捨て
るようにしましょう。

食
中
毒
菌
を

食中毒予防の基本は

「つけない」
（清潔にする）

「増やさない」
（すぐに食べる、温度管理をする）

「殺菌する」
（加熱・消毒する）

3原則を守ることです！

手や調理器具は常に清潔に

◆手をよく洗いましょう。

◆調理器具（包丁、まな板、ふき
ん、食器、スポンジなど）は洗
剤流水でよく洗い、煮沸や（塩

素系漂白剤）などで消毒をし
ましょう。

生鮮食品に注意

◆（肉、魚、野菜などの）生鮮食品

は新鮮なものを購入しましょう。

◆消費期限表示を確認しましょう。

◆温度管理が必要な食品（生もの

冷凍食品など）は最後に購入し

十分に加熱を

◆食品の加熱するときは

中心部が75℃になる

まで1分間以上加熟し

老人保健　今月の医療費（4月診療分）

対象者敷く人） 総医療費（10割）（円） ー人当た り医療費 く円）

国　 保 5 4 1 3 1，9 12 ，8 5 1 5 8 ，9 8 8

社　 保 4 10 2 6 ，7 18 ，2 17 6 5 ，16 6

計 9 5 1 5 8 ，6 3 1，0 6 8 6 1，6 5 2

◎
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日野病院だより⑱

日野病院内科

松浦隆彦医師

今
回
は
お
腹
の
病
気
の
中
で
胆

石
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
胆
石
は
肝
臓
や
胆
の

う
、
胆
管
に
出
来
る
石
の
こ
と
を

言
い
ま
す
が
、
今
回
は
主
と
し
て

胆
の
う
の
中
に
出
来
た
石
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

年
々
増
加
胆
石
症

胆
の
う
は
お
腹
の
右
上
の
方
で

肝
臓
の
下
に
あ
り
ま
す
。
胆
の
う

で
は
胆
汁
を
貯
め
て
濃
縮
し
、
十

二
指
腸
か
ら
排
泄
す
る
こ
と
で
脂

肪
の
分
解
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

年
々
食
生
活
の
欧
米
化
（
肉
や
脂

肪
分
の
多
い
食
事
）
　
や
高
齢
化
社

会
に
伴
い
胆
石
症
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
胆
石
は
日
本
人
の
七
％
に

有
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

胆
石
症
の
症
状
と
し
て
は
腹
痛

発
熱
、
黄
症
、
吐
き
気
、
上
腹
部

⑳

の
不
快
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
症
状
は
胆
石
が
詰
ま
っ
た

り
、
胆
の
う
炎
な
ど
で
起
こ
り
ま

す
。
胆
石
で
症
状
が
あ
る
場
合
は

速
や
か
な
治
療
が
必
要
で
す
。

胆
石
か
ら
胆
の
う
ガ
ン
へ

症
状
の
な
い
胆
石
を
無
症
状
胆

石
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
で

も
注
意
が
必
要
で
す
。
な
ぜ
か
と

言
い
ま
す
と
、
一
つ
に
は
、
胆
石

保
有
者
に
は
暴
飲
、
暴
食
、
過
労

の
後
に
胆
石
発
作
を
起
こ
す
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。
胆
石
発
作
は

強
烈
な
腹
痛
で
、
い
て
も
立
っ
て

も
い
ら
れ
な
い
痛
み
で
お
腹
を
抱

え
る
よ
う
に
し
て
病
院
に
か
つ
ぎ

込
ま
れ
る
方
も
多
い
で
す
。
も
う

一
つ
は
胆
石
が
あ
る
と
胆
の
う
癌

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
胆
の
う

癌
の
発
生
率
が
急
上
昇
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
無
症
状

で
あ
っ
て
も
六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で

に
手
術
を
し
て
、
胆
石
ご
と
胆
の

う
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

胆
石
は
現
在
、
腹
部
超
音
波
検

査
で
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
の
た
め
昔
に
比
べ
て

人
間
ド
ッ
ク
や
他
の
病
気
の
治
療

中
に
胆
石
が
見
つ
か
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

実
は
私
も
大
学
生
時
代
、
臨
床

実
習
で
腹
部
超
音
波
の
実
習
を
し

て
い
る
と
き
に
偶
然
胆
石
が
見
つ

か
り
、
す
ぐ
に
治
療
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
直
径
二
c
m
く
ら
い
の

胆
石
が
一
個
あ
り
、
後
で
お
話
し

し
ま
す
超
音
波
破
砕
術
と
胆
石
溶

解
療
法
を
併
用
し
て
治
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
胆
石
の
出
来
た
原

因
は
そ
の
と
き
の
先
生
に
聞
い
て

み
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
朝
食
を

食
べ
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
胆
の
う
の
な
か
で

胆
汁
が
濃
縮
さ
れ
、
食
事
の
刺
激

で
腸
に
排
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、

朝
食
を
食
べ
な
い
と
胆
汁
が
長
い

間
排
泄
さ
れ
な
く
な
り
胆
石
が
出

来
や
す
い
状
態
に
な
る
と
の
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
そ
の
こ
ろ
の
私
の

食
生
活
が
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
油
分
の
多
い
食
事
だ
っ
た
た
め

に
立
派
な
胆
石
が
出
来
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
は
毎
日
朝
食

を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
早
目
の
治
療

少
し
話
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
大
事
な
こ
と
は
症
状
が
な

い
胆
石
で
も
早
め
の
治
療
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
内
科
で
出

○
来
る
治
療
と
し
ま
し
て
は
先
程
出

て
き
ま
し
た
超
音
波
破
砕
術
と
胆

石
溶
解
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
適
応
が
あ
り
ま
す
。
超
音

波
砕
術
は
、
体
の
外
か
ら
胆
石
に

直
接
衝
撃
波
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
胆
石
を
砕
く
方
法
で
す
。
こ

れ
は
胆
石
に
石
灰
化
が
無
く
、
大

き
さ
が
二
Ⅷ
以
下
、
個
数
が
三
個

以
下
で
胆
の
う
の
収
縮
機
能
が
良

好
な
物
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
こ

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

施
設
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
何
回
か

外
来
通
院
す
る
こ
と
で
治
療
で
き

ま
す
。
一
回
に
数
千
発
衝
撃
波
を

与
え
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
石
を
砕

い
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
胆
石
溶
解
療
法
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
出
来
た
石
で

大
き
さ
が
十
五
m
以
下
の
物
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
完
全
に
胆
石
が
消
え
る
ま
で
に

は
内
服
の
薬
を
一
日
三
回
、
一
年

間
以
上
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
体
外
衝

撃
波
胆
石
破
砕
療
法
と
併
用
す
る

こ
と
で
よ
り
効
果
が
上
が
る
よ
う

で
す
。

胆
石
症
で
症
状
が
あ
る
場
合
、

再
発
を
繰
り
返
す
場
合
で
は
手
術

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
普
通
の

お
腹
の
真
ん
中
を
切
る
手
術
と
は

違
っ
て
、
お
腹
に
四
カ
所
ほ
ど
一

m
程
の
穴
を
あ
け
、
そ
こ
か
ら
カ

メ
ラ
や
器
具
を
挿
入
し
て
胆
の
う

を
切
り
取
る
方
法
で
す
。
こ
の
手

術
の
利
点
は
痛
み
が
少
な
く
、
手

術
の
翌
日
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き

回
復
が
早
く
入
院
期
間
が
短
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

以
上
胆
石
症
に
つ
い
て
私
の
経

験
も
交
え
お
話
し
し
ま
し
た
が
あ

わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
自
分
は
胆
石
が
あ

る
の
で
は
？
と
心
配
無
さ
っ
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
当
院
内
科
ま
で
検
査

に
き
て
下
さ
い
。
そ
の
と
き
は
朝

食
を
食
べ
ず
に
き
て
下
さ
れ
ば
腹

部
超
音
波
の
検
査
が
で
き
ま
す
。

特
に
普
段
朝
食
を
食
べ
な
く
て
最

近
太
り
気
味
の
方
は
検
査
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑳
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民俗芸能にはまっています。

旭産業（株）勤務

加藤　裕也さん（池の内・19歳）
●仕事について教えてくださし㌔

コンピューターや冷蔵庫の内部を冷却するファンモーター製造

の品質管理をしています。製造過程で、どうしても発生する不
良品を見つけだすことが主な仕事です。とても神経をつかいま

す。
●趣味を教えてください。
体を動かすことが大好きです。

釣り（引きの強いブラックバス釣り）
バスケット・苦楽観賞（洋・邦なんでも）

㊧特技を教えてください。
神楽・どじょう掬い・銭太鼓・傘あどり・ドラム演奏です。高

J　二三∵≡‡≡三一二二∴二‾・て二・＝；‥「
今でも、日南神楽の社中で活動していて、各地で舞っています。

㊨王聖悪の女性を教えてくださし㌔

健康で料理が上手な家庭的なひとです。芸能人でいえば木村佳
乃さんです。

●これからどんなことに挑戦してみたいですか。

とにかく神楽をもっと練習し、上手になりたいです。それで、
夢ですが、世界のひとに神楽の魅力・日本古来の文化のすぼら

しさを伝えたいです。

食談筏市布め チャレンジ・クッキング

賢　豆腐の肉みそあんかけ

ローカロリーのヘルシーな主菜です。

〔材料〕3～4人分

●絹ごし豆腐・……‥

●豚ひき肉…・……‥
●生しいたけ………

●ピーマン…………

●赤ピーマン………
●ヤングコーン＝…・

●にんじん…・…・…・

●しょうがのみじん切り

●にんにくのみじん切り

●サラダ油‥＝……‥

●みそ………………

●日本酒……………

●しょうゆ・…・・……

●砂糖……・………‥

●こしょう・…・……・

一一　　野菜の繊維やとうふのカルシウムなど
日ごろ不足しがちな栄養をしっかりと

2丁　りたいものです。
…‥100g

…‥・2個

……1個

……l∵個

……4本

……50g

……少々

……少々

大さじ2
大さじ1
大さじ1
大さじ3
大さじ1
……少々

エネルギー………193Kacl

たんば＜巽…………11．4g

カルシウム…………106n唱

せんい………………2．1

提供　江府町食生活改善推進協議会

◆作り方

○とうふは4等分にしそれを半分
の厚さに切る。

◎しいたけとピーマンは粗くみじ
んに切る。ヤングコーンとにん
じんも同じくらいの大きさに切
る。

◎鍋に抽大さじ2を熟し、しょう
がとにんにくのみじん切りを妙
め、豚ひき肉を加えてポロポロ

になるまで妙める。
◎◎の野菜を◎に入れて妙め合わ

せる。

◎調味料をすべて加えかき混ぜな
がら味をなじませ肉みそをつく
る。

◎皿に豆腐を盛り肉みそをたっぷ
りかける。

人の動きミ盟
ご結婚を祝します

加藤　靖昭＼江尾

廣田由香子

竹下　千尋

米子市から

境港市から

中尾　順子／日の詰

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

新　一　山根をとめ　89歳　　博司

吉　原　砂口千万人　82歳　　利雄

新　道　生田　洋子　57歳　　功

西　成　妹尾美恵子　69歳　　計範

世帯数1，214世帯（－5）　人04，215人（－20）　男1，985人（－10）　女2．230人（－10）（）は前月比　5月未

犀毒萱発行／江府町役場　諾3謡と彗翳日慧講評壱翳5編集／総務課印刷／冨士印刷（有）
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